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一

令
和
四
年
十
一
月
九
日（
水
曜
日
）

午
前
九
時
二
分
開
議

出
席
委
員

委
員
長

竹
内

譲
君

理
事

井
原

巧
君

理
事

岩
田

和
親
君

理
事

関

芳
弘
君

理
事

細
田

健
一
君

理
事

牧
島
か
れ
ん
君

理
事

落
合

貴
之
君

理
事

山
崎

誠
君

理
事

小
野

泰
輔
君

理
事

中
野

洋
昌
君

石
井

拓
君

石
川

昭
政
君

稲
田

朋
美
君

今
枝
宗
一
郎
君

上
川

陽
子
君

小
森

卓
郎
君

國
場
幸
之
助
君

佐
々
木

紀
君

鈴
木

淳
司
君

土
田

慎
君

冨
樫

博
之
君

西
野

太
亮
君

福
田

達
夫
君

堀
井

学
君

松
本

洋
平
君

宗
清

皇
一
君

山
下

貴
司
君

大
島

敦
君

菅

�
人
君

篠
原

孝
君

田
嶋

要
君

馬
場

雄
基
君

山
岡

達
丸
君

足
立

康
史
君

遠
藤

良
太
君

前
川

清
成
君

中
川

宏
昌
君

鈴
木

義
弘
君

笠
井

亮
君

経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔
君

経
済
産
業
副
大
臣

太
田

房
江
君

政
府
特
別
補
佐
人

（
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
）
山
中

伸
介
君

政
府
参
考
人

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

経
済
取
引
局
長
）

藤
本

哲
也
君

政
府
参
考
人

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

経
済
取
引
局
取
引
部
長
）

品
川

武
君

政
府
参
考
人

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

審
査
局
長
）

田
辺

治
君

政
府
参
考
人

（
警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官
）

親
家

和
仁
君

政
府
参
考
人

（
財
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

阿
久
澤

孝
君

政
府
参
考
人

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議

官
）

林

孝
浩
君

政
府
参
考
人

（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議

官
）

青
山

桂
子
君

政
府
参
考
人

（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議

官
）

日
原

知
己
君

政
府
参
考
人

（
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
審
議

官
）

岩
間

浩
君

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
技
術

総
括
・
保
安
審
議
官
）

辻
本

圭
助
君

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
商

務
・
サ
ー
ビ
ス
審
議
官
）

茂
木

正
君

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

官
）

蓮
井

智
哉
君

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

官
）

恒
藤

晃
君

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策

局
長
）

野
原

諭
君

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
官

房
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
統
括

調
整
官
）

山
田

仁
君

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

長
）

井
上

博
雄
君

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源
・

燃
料
部
長
）

定
光

裕
樹
君

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・

ガ
ス
事
業
部
長
）

松
山

泰
浩
君

政
府
参
考
人

（
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
長
）
小
林

浩
史
君

政
府
参
考
人

（
中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部
長
）
横
島

直
彦
君

政
府
参
考
人

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議

官
）

笹
川

敬
君

政
府
参
考
人

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
技
術

審
議
官
）

菊
池

雅
彦
君

政
府
参
考
人

（
原
子
力
規
制
庁
原
子
力
規
制

部
長
）

大
島

俊
之
君

経
済
産
業
委
員
会
専
門
員

藤
田

和
光
君

十
一
月
九
日

理
事
牧
島
か
れ
ん
君
同
日
理
事
辞
任
に
つ
き
、
そ
の
補

欠
と
し
て
細
田
健
一
君
が
理
事
に
当
選
し
た
。

十
一
月
七
日

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
方
針
を
見
直

し
、
将
来
世
代
に
対
し
責
任
を
持
て
る
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
書（
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
一
の
一
の
三

小
林
元
治
）（
第
一
一

六
号
）

は
本
委
員
会
に
参
考
送
付
さ
れ
た
。

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

理
事
の
辞
任
及
び
補
欠
選
任

政
府
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

経
済
産
業
の
基
本
施
策
に
関
す
る
件（
物
価
高
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
等
）

〇
竹
内
委
員
長

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

理
事
辞
任
の
件
に
つ
い
て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

理
事
牧
島
か
れ
ん
君
か
ら
、
理
事
辞
任
の
申
出
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
許
可
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
竹
内
委
員
長

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
理
事
補
欠
選
任
の
件
に
つ
い
て
お
諮
り
い

た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
理
事
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ
き
ま
し

て
は
、
先
例
に
よ
り
、
委
員
長
に
お
い
て
指
名
す
る
に
御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
竹
内
委
員
長

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
理
事
に
細
田
健
一
君
を
指
名
い
た
し
ま

す
。

〇
竹
内
委
員
長

経
済
産
業
の
基
本
施
策
に
関
す
る
件
、

特
に
物
価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
ま
す
。

こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
件
調
査
の
た
め
、
本
日
、
政
府
参
考
人
と
し
て
公
正

取
引
委
員
会
事
務
総
局
経
済
取
引
局
長
藤
本
哲
也
君
、
公

正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
経
済
取
引
局
取
引
部
長
品
川
武

君
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
審
査
局
長
田
辺
治
君
、

警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官
親
家
和
仁
君
、
財
務
省
大
臣
官

房
審
議
官
阿
久
澤
孝
君
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官

林
孝
浩
君
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議
官
青
山
桂
子

君
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議
官
日
原
知
己
君
、
農
林

水
産
省
大
臣
官
房
審
議
官
岩
間
浩
君
、
経
済
産
業
省
大
臣

官
房
技
術
総
括
・
保
安
審
議
官
辻
本
圭
助
君
、
経
済
産
業

省
大
臣
官
房
商
務
・
サ
ー
ビ
ス
審
議
官
茂
木
正
君
、
経
済

産
業
省
大
臣
官
房
審
議
官
蓮
井
智
哉
君
、
経
済
産
業
省
大

臣
官
房
審
議
官
恒
藤
晃
君
、
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策

（
第
一
類

第
九
号
）

（
八
〇
）

第
二
百
十
回
国
会

衆

議

院
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三

元
来
、
発
酵
生
産
技
術
に
日
本
は
優
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
し
て
、

中
長
期
的
に
積
極
的
な
官
民
投
資
を
進
め
て
い
こ
う
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
経
産
省
で
は
、
今
般
の
経

済
対
策
で
、
合
わ
せ
ま
し
て
約
五
千
億
円
の
重
点
的
な
投

資
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
原
料
と
し
て
高
機
能
素

材
を
製
造
す
る
取
組
で
す
と
か
、
糖
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
を
活
用
し
た
繊
維
の
製
造
、
あ
る
い
は
食
料
や
燃
料

を
製
造
す
る
取
組
に
関
す
る
研
究
開
発
、
実
証
、
社
会
実

装
を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
多
く
の
製
造
業
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
が
バ
イ

オ
プ
ロ
セ
ス
に
置
き
換
わ
る
と
、
物
づ
く
り
の
在
り
方
の

根
底
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
経
産
省
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
ま
し

て
、
物
づ
く
り
に
お
け
る
環
境
制
約
と
資
源
制
約
を
打
ち

破
っ
て
、
未
来
の
我
が
国
の
基
幹
産
業
へ
育
成
し
て
い
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
井
原
委
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
う
時
間
が
来
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
よ

り
、
本
当
に
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
不
透
明
感

が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
将
来
が
見
え
る
施
策
を
、
経
産
省

を
中
心
に
、
縦
、
横
、
斜
め
に
省
庁
が
連
携
し
て
、
未
来

が
開
か
れ
る
よ
う
な
経
済
政
策
を
期
待
し
て
、
質
問
を
終

わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
竹
内
委
員
長

次
に
、
大
島
敦
君
。

〇
大
島
委
員

価
格
転
嫁
対
策
に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

価
格
転
嫁
や
取
引
適
正
化
は
、
言
い
や
す
く
行
う
は
難

し
、
す
ぐ
に
は
効
果
が
表
れ
に
く
い
取
組
で
す
。
継
続
は

力
な
り
、
地
道
に
粘
り
強
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
じ
わ

じ
わ
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
残
っ
て
い
る
物
づ
く
り
の
中
小
・
小
規
模
企
業
は
日

本
の
宝
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
九
〇
年
代
の
バ
ブ
ル

の
崩
壊
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
の

大
き
な
山
そ
し
て
谷
を
乗
り
越
え
て
き
た
中
小
・
小
規
模

企
業
で
す
の
で
、
こ
れ
以
上
廃
業
に
追
い
込
む
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
昨
年
、
二
〇
二
一
年
か
ら
始
め
た
、
毎

年
九
月
と
三
月
を
価
格
交
渉
促
進
月
間
と
位
置
づ
け
て
、

下
請
か
ら
交
渉
、
転
嫁
の
状
況
を
調
査
し
、
親
事
業
者
に

指
導
助
言
す
る
取
組
は
、
よ
い
取
組
と
評
価
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
中
小
・
小
規
模
企
業

の
匿
名
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
価
格
交
渉
月
間
を
終
え
て
、
今
は
価
格
交

渉
や
価
格
転
嫁
の
状
況
を
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
是
非
、
来
年
三
月
以
降
も
継
続
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
価
格
転
嫁
は
、
安
く
買
う
こ
と
が
仕
事
の
調

達
部
門
で
は
な
く
、
親
事
業
者
の
経
営
陣
に
訴
え
る
こ
と

が
極
め
て
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

す
か
ら
、
調
達
部
門
の
皆
さ
ん
は
一
生
懸
命
、
で
き
る
だ

け
安
く
買
う
こ
と
が
仕
事
な
の
で
、
調
達
部
門
に
対
し
て

親
事
業
者
の
経
営
者
か
ら
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
こ
と

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
考
え
て
く
れ
よ
と
い
う
こ
と
の
、

経
営
陣
か
ら
の
要
請
が
な
い
と
、
な
か
な
か
応
じ
て
く
れ

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
大
臣
自
身
か
ら
も
、
様
々
な
場
で
親
事
業
者
、

大
き
い
元
請
の
事
業
者
の
経
営
陣
に
お
話
し
す
る
機
会
を

捉
え
て
、
価
格
転
嫁
に
応
じ
る
よ
う
し
っ
か
り
働
き
か
け

を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
臣
の
決
意

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
西
村（
康
）国
務
大
臣

御
指
摘
の
よ
う
に
、
価
格
転
嫁

の
取
組
、
極
め
て
重
要
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
。中

小
事
業
者
に
と
っ
て
、
原
材
料
価
格
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

コ
ス
ト
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
取
引
適
正
化
の

取
組
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

御
指
摘
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
九
月
、
三
月
を
価
格
交

渉
促
進
月
間
と
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
、
今
年
三
月
も
約
十
五
万
社
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
を
行
い
ま
し
た
、
中
小
事
業
者
に
対
し
て
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
下
請
中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ
い
て
、
二
十
数

社
の
親
事
業
者
に
対
し
て
大
臣
名
で
の
指
導
助
言
を
実
施

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
九
月
に
つ
い
て
も
、
今
後
十

五
万
社
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
引
き
続
き
や
る
予
定

に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
二
回
を
通
じ
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
交
渉
と

転
嫁
が
定
期
的
に
な
さ
れ
る
取
引
慣
行
の
定
着
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
正
取
引
委
員
会
が
、
転
嫁
拒
否
し
て
い
る

よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
企
業
名
を
公
表
す
る
、
こ
う
し
た

強
い
方
針
を
打
ち
出
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
政
府

と
し
て
連
携
し
な
が
ら
、
私
ど
も
と
し
て
公
取
と
連
携
し

な
が
ら
、
政
府
全
体
で
価
格
転
嫁
対
策
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
私
自
身
も
、
経
団
連
を
始

め
と
し
て
、
業
界
団
体
の
方
々
、
ま
た
地
域
の
経
済
団
体

と
の
会
合
の
場
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
じ
て
、
大
企
業

の
経
営
者
の
方
々
に
対
し
て
、
直
接
、
価
格
交
渉
、
価
格

転
嫁
に
積
極
的
に
応
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
を
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も
う
何
度
も
何
度
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
ぐ

ら
い
、
私
も
粘
り
強
く
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。引

き
続
き
、
調
査
、
働
き
か
け
を
含
め
て
、
こ
の
価
格

転
嫁
が
定
着
し
て
い
く
よ
う
に
、
取
引
慣
行
と
し
て
定
着

し
て
い
く
よ
う
に
、
引
き
続
き
粘
り
強
く
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
大
島
委
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
元
の
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
お

話
を
伺
う
と
、
材
料
費
に
つ
い
て
の
価
格
転
嫁
に
つ
い
て

は
応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
は
増
え
て
い
る
、
た

だ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
人
件
費
に
つ
い
て
は
ま
だ
だ
と
聞

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
、
中
小
企
業
庁
、
公
正
取

引
委
員
会
も
一
生
懸
命
仕
事
は
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
大
臣
の
政
治
と
し
て
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
電
気
価
格
の
激
変
緩
和
対
策
に
つ
い

て
、
お
手
元
の
資
料
を
見
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
に
対
し
て
今
年
の
電
気
価
格
、
あ
る
私
の
知
り
合

い
の
事
業
者
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
し
て
、
今
年
の
一
月
か

ら
は
一
・
五
倍
ぐ
ら
い
、
今
年
の
六
月
以
降
は
大
体
二
倍

を
超
え
て
電
気
価
格
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
費
補
助
金
と
し

て
、
電
気
料
金
に
つ
い
て
、
低
圧
契
約
の
家
庭
等
に
対
し

て
は
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
七
円
、
高
圧
契
約
の

事
業
者
等
に
関
し
て
は
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
三
・
五
円

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

小
売
電
気
事
業
者
の
数
は
七
百
社
を
超
え
て
お
り
、
電

気
料
金
に
対
す
る
補
助
金
を
明
細
書
等
に
表
示
す
る
こ
と

に
な
る
と
、
シ
ス
テ
ム
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
事
業

者
に
相
応
の
負
担
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
点
も
考
慮
し
て
対
応
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
政
府
の
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
西
村（
康
）国
務
大
臣

御
指
摘
の
よ
う
に
、
昨
日
閣
議

決
定
し
ま
し
た
補
正
予
算
案
に
、
電
気
・
ガ
ス
料
金
の
価

格
激
変
緩
和
対
策
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
既
存
の
料
金
請
求
シ
ス

テ
ム
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
可
能
な
限
り
シ
ス
テ
ム

改
修
を
要
し
な
い
形
で
値
引
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
御
指
摘
の
よ
う
に
、
一
部

の
小
売
電
気
事
業
者
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
変
更
が
必
要
な

場
合
も
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
予
算
措
置
に
お
き
ま
し
て
は
、
本

事
業
を
実
施
す
る
上
で
必
要
な
範
囲
で
、
小
売
事
業
者
に

お
け
る
シ
ス
テ
ム
変
更
費
用
を
支
援
す
る
た
め
の
予
算
も

盛
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
支
援
も
活
用
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
全
て

の
小
売
電
気
事
業
者
に
電
気
料
金
の
負
担
軽
減
の
実
施
に

御
協
力
い
た
だ
い
て
、
国
民
の
皆
様
に
支
援
が
届
く
よ
う

に
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
大
島
委
員

最
後
に
、
簡
単
に
一
点
だ
け
で
す
。

燃
料
費
調
整
額
に
つ
い
て
、
規
制
料
金
で
設
定
し
た
平

均
燃
料
価
格
の
上
限
を
超
え
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
が
収
益
を
圧
迫
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状

況
が
続
け
ば
、
物
価
が
上
が
る
中
で
、
従
業
員
の
待
遇
な

ど
に
影
響
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
政
府
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〇
西
村（
康
）国
務
大
臣

御
指
摘
の
よ
う
に
、
電
気
料

金
、
家
庭
向
け
の
規
制
料
金
に
お
い
て
上
限
措
置
が
あ
り
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ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
到
達
後
は
、
燃
料
価
格
の
上
昇
分

を
大
手
電
力
が
負
担
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
燃
料
価
格
の
高
騰
を
含
め
、
ほ
ぼ
全
社
が
大

幅
な
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
今
後
、
複
数
の
大
手
電
力
に
お
い
て

は
、
規
制
料
金
の
値
上
げ
の
認
可
申
請
に
向
け
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
ふ
う
に
承
知
を
し
て
お
り
ま

す
。今

後
、
仮
に
値
上
げ
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
経
営

効
率
化
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
燃
料
調
達
の
費
用

見
込
み
が
妥
当
で
あ
る
か
、
ま
た
保
有
資
産
の
活
用
が
適

切
で
あ
る
か
な
ど
、
厳
格
に
審
査
を
行
っ
た
上
で
、
適
切

に
判
断
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
電
力
の
安
定
供
給
確
保
に
万

全
を
期
す
上
で
必
要
な
、
燃
料
調
達
、
要
員
確
保
、
資
金

調
達
な
ど
の
要
素
も
十
分
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
大
島
委
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
終
わ
り
ま

す
。

〇
竹
内
委
員
長

次
に
、
菅
�
人
君
。

〇
菅（
�
）委
員

今
日
は
、
経
産
委
員
会
で
の
質
疑
の
時

間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

西
村
大
臣
は
、
経
産
大
臣
で
あ
る
と
同
時
に
、
Ｇ
Ｘ
実

行
推
進
担
当
大
臣
を
兼
任
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
初
め
て
の
質
疑
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
こ
れ
は
委
員
の
皆
さ
ん
に
も
で
き
れ
ば
見
て
い

た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
、
資
料
を
四
点
、
そ
ろ
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

資
料
第
一
は
、
Ｇ
Ｘ
実
行
推
進
担
当
大
臣
と
し
て
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
再
構
築
と
い
う
こ
と
を

述
べ
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
関
す
る
資
料
が
第
一
で
あ
り

ま
す
。

第
二
の
資
料
は
、
こ
れ
は
、
過
去
の
、
二
〇
一
〇
年
の

電
力
の
実
績
と
二
〇
二
〇
年
の
実
績
、
そ
れ
か
ら
、
政
府

が
考
え
て
い
る
二
〇
三
〇
年
度
の
目
標
、
私
自
身
が
考
え

て
い
る
二
〇
三
〇
年
度
の
目
標
を
グ
ラ
フ
に
し
て
、
で
き

る
だ
け
分
か
り
や
す
く
お
見
せ
し
、
表
で
も
表
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

資
料
三
は
、
今
日
は
農
水
省
に
も
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
私
が
非
常
に
注
目
し
て
い
る
営
農
型
太
陽
光
発

電
の
取
組
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
、
こ
れ
は
こ
こ
に
も
あ

り
ま
す
が
、
今
、
農
林
省
が
毎
年
こ
れ
を
出
さ
れ
て
い
ま

し
て
、
私
が
大
変
こ
れ
を
重
要
視
と
い
う
か
、
よ
く
拝
読

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
表
面
だ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
資

料
の
三
と
し
て
一
ペ
ー
ジ
と
四
ペ
ー
ジ
を
お
見
せ
い
た
し

ま
し
た
。

資
料
四
は
、
こ
れ
は
、
若
干
、
自
民
党
の
総
理
で
あ
っ

た
小
泉
純
一
郎
氏
が
最
近
に
発
言
さ
れ
た
こ
と
、
全
て
の

自
民
党
の
皆
さ
ん
が
こ
う
考
え
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
い

う
こ
と
を
、
小
泉
さ
ん
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

こ
と
を
、
こ
れ
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
順
を
追
っ
て
話
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
西
村
大
臣
は
こ
の
資
料
一
の
中
で
ど
う

い
う
認
識
を
示
さ
れ
て
い
る
か
と
読
ん
で
み
ま
す
と
、
こ

の
一
番
上
に
も
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ

る
石
油
、
ガ
ス
市
場
の
混
乱
と
い
う
こ
と
が「
現
状
」の
第

一
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
、
そ
れ
が
大
き
な
混
乱

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
も
う
一
つ
の
こ
と
が
抜
け
落
ち
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す

る
ロ
シ
ア
の
攻
撃
は
、
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
混
乱
だ

け
で
は
な
く
て
、
原
発
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
攻
撃
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
つ
ま
り
は
、
こ

の
問
題
は
、
同
時
に
、
原
発
の
安
全
保
障
上
、
原
発
と
い

う
も
の
が
そ
の
原
発
を
持
っ
て
い
る
国
に
と
っ
て
、
今
で

い
え
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
、
通
常
兵
器
で
攻
撃
さ
れ

た
だ
け
で
も
大
変
な
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
、
安
全
保
障

上
の
リ
ス
ク
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
世
界
は
知
っ
た
わ
け

で
す
。

我
が
国
に
も
も
ち
ろ
ん
原
発
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

議
論
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
原
発
を
前
の
よ
う
に
、
あ
る

い
は
も
っ
と
増
や
そ
う
、
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
私
は
、
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
原
発
を
持
つ

こ
と
が
、
従
来
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
だ
け
で
は
な

く
て
、
大
き
な
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
を
国
内
に
抱
え
る

こ
と
に
な
る
、
こ
れ
は
絶
対
に
考
え
方
を
抜
け
落
と
し
て

は
い
け
な
い
は
ず
な
ん
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
資
料
一
の
中
に
は
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
起
因
す
る「
石
油
・
ガ
ス
市
場
攪
乱
」」と
は
書

い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
原
発
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
、

そ
う
い
っ
た
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
何
に
も

言
及
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
な
ぜ
言
及
が
な
い
の
か
。
も
し
、
言
及
が
な
い

中
で
、
西
村
大
臣
と
し
て
、
い
や
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ

う
考
え
て
い
る
ん
だ
と
、
少
な
く
と
も
国
民
の
前
で
そ
れ

を
言
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
答

弁
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
西
村（
康
）国
務
大
臣

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
第
二
回
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
に
お
き
ま
し
て
私
が
お
示

し
し
た
資
料
、
こ
れ
は
、
世
界
全
体
の
化
石
燃
料
需
給
に

関
す
る
構
造
的
変
化
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
北
米
で
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
や
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

の
生
産
が
拡
大
を
し
て
き
た
こ
と
、
あ
る
い
は
新
興
国
に

お
け
る
化
石
燃
料
需
要
の
増
大
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
る
ま
さ
に
供
給
途
絶
の
リ
ス
ク
な
ど
、
化
石
燃

料
市
場
全
体
の
事
象
に
つ
い
て
特
に
ま
と
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
定
の
原
子
力
発
電
所
へ
の
攻
撃
事
案

な
ど
、
個
別
事
象
に
つ
い
て
は
言
及
を
し
て
お
り
ま
せ

ん
。一

方
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
安
全

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
関
係
省
庁
、
関
係
機

関
が
連
携
を
し
て
、
対
応
を
不
断
に
検
証
し
、
改
め
る
べ

き
点
は
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
万
全
を
期
し
て
い
く
必

要
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
そ
う
し
た
姿
勢
で

臨
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
昨
今
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ザ

ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
武
力
攻
撃
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
も
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
審
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
こ
う
し
た
論
点

も
含
め
て
、
有
識
者
に
よ
る
議
論
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
更
に
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
資
料
一
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
、

「「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
遅
滞
」解
消
の
た
め
に
政
治
決
断

が
求
め
ら
れ
る
事
項
」と
わ
ざ
わ
ざ
入
っ
て
い
る
わ
け
で

す
よ
。
そ
の
①
に
は
再
エ
ネ
が
あ
り
ま
す
。
私
も
こ
れ
に

は
大
賛
成
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
②
に
は
原
子
力
。「
再
稼
働
へ
の
関
係

者
の
総
力
の
結
集
、
安
全
第
一
で
の
運
転
期
間
延
長
、
次

世
代
革
新
炉
の
開
発
・
建
設
の
検
討
、
再
処
理
・
廃
炉
・

最
終
処
分
の
プ
ロ
セ
ス
加
速
化
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

今
私
が
申
し
上
げ
た
問
題
、
つ
ま
り
、
今
や
原
発
を
国

内
に
保
有
す
る
こ
と
が
安
全
保
障
上
の
一
つ
の
大
き
な
リ

ス
ク
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
現
実
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
き

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
日
本
も
、
日
本
海
側
、
太

平
洋
側
、
主
に
海
岸
に
原
発
が
今
も
た
く
さ
ん
ま
だ
存
在

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
原
発
に
つ
い
て
、
触
れ
て
い
な

い
と
い
う
な
ら
ま
だ
分
か
り
ま
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
触
れ
て

あ
り
な
が
ら
、
そ
う
し
た
原
発
に
つ
い
て
、
そ
う
い
う
リ

ス
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
言
も
こ
の
中
で
言
わ
れ
て

い
な
い
と
い
う
の
は
、
私
は
、
明
ら
か
に
こ
の
問
題
を
軽

視
す
る
か
、
あ
る
い
は
頭
の
中
に
し
っ
か
り
と
入
っ
て
い

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
思
い
で
質
問
し
た
ん
で

す
が
、
も
し
答
弁
が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
全
体
的
な
構
造
的
な
変
化
に
つ
い
て
、
こ
の
資
料
で

は
お
示
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
御
指
摘
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
原
子
力
発
電
所

に
対
す
る
武
力
攻
撃
の
リ
ス
ク
を
全
く
考
え
て
い
な
い
わ

け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
十
分
に
認
識
を
し
た
上
で
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
審
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
は
フ

ル
オ
ー
プ
ン
で
議
論
を
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
既
に

九
月
、
十
月
と
、
武
力
攻
撃
の
万
が
一
の
事
態
に
お
け
る

関
係
機
関
と
の
準
備
、
連
携
体
制
の
確
認
で
あ
る
と
か
、

あ
る
い
は
自
衛
隊
と
の
連
携
で
あ
る
と
か
、
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
お
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら

も
し
っ
か
り
と
議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。
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余
り
繰
り
返
し
て
も
同
じ
で
す
か
ら
こ

の
程
度
に
し
ま
す
が
、
Ｇ
Ｘ
推
進
と
い
う
こ
と
が
ち
ゃ
ん

と
入
っ
て
、
そ
れ
で
、
こ
こ
に
再
エ
ネ
と
原
子
力
も
二
つ


